|

) <

The University of Osaka
Institutional Knowledge Archive

Title |ERIREZFE $105 PEE BN

Author (s)

Citation |ERERIT=:. 2009, 10

Version Type|VoR

URL https://hdl. handle.net/11094/21841

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir. library. osaka-u. ac. jp/

The University of Osaka



MEE WEID

A ks
NEOHET
R B
HH TR
I AER
AR W
[N G TS

ORBRR AR ABE AR
CRBRR AR AR AR

E2¢2)
Bh#0

(BRI AR AE B8O

(FEREIE S AEREE T A 2R

(BEHPR . WD

(KBRR#EaAI 2= —vaysfasy - x—

RBRRZZR AR A ZER
(RBRRZZR AR EWZ R
ORBRARARABES AT SR
ORBRRZZR AR EE 7R
(HBEmFA B

ORBRR AR ABE AR
ORBRR AR ABE AR
CRBRR AR ABEC AR
CRBRR AR ABEC AR

AT AERD)
AT ERD)
IR IR AERD)
LRI RD

AR RD
AR AERD
AR AERD
AR AERD

BANWHIFER)

HEBGZ [/ NITWEE SRR T 5

155



TEEPRTTZ) 51 0%
2009 3 A 25 H  EHIRI
20093 A 25 H ¥7

Rtk - FT

RBCR ARG AR AT AT 52 2
560-8532  SrifEHILAT 1 & 55
TEL/FAX 06-6850-5099

A=) clph@let.osaka-u.ac.jp

FIl
Mkett r—x A7 A
557-0063 KBRTiFaRR K sy 7-15-16

156




	正誤表
	目次
	《論文》
	浜渦　辰二
	「私の考える臨床哲学 ――私はどこから来て、どこへ行くのか――」３

	家高　洋
	「教える・学ぶ・理解する ――ジャコト/ ランシエールから〈臨床哲学〉へ」21


	《活動報告》
	堀　寛史／小野　暁彦
	「うちとそとにひらかれた「自分〈たち〉の場所」 ――ボクの家プロジェクト展開部」35
	はじめに　――「提示部」から「展開部」に向けて――
	Ⅰ．ポリセントリック・プラトー コンセプト
	Ⅱ．ポリセントリック・プラトーの上でおきた眩 め まい 暈 ――ボクの家プロジェクト 施主編 「展開部」――
	１．小野氏から堀への問いに対する回答
	２．堀から小野氏への問い

	Ⅲ．うちをつくる、うちをひらく ―ボクの家プロジェクト　建築家編　「展開部」―
	１．「うちをつくる」ということ
	２．内部と外部の質的差異
	３．単位空間のidentity とdirection
	４．私（内）と身体、世界（外）とモノ、生（内）と死（外）、そしてルーム
	５．拠りどころ
	６．うちを「垂直的に」ひらくということ

	あとがき


	玉地　雅浩
	「高校で身体を用いたワークショップ形式の授業を行う ――兵庫県立須磨友が丘高校での授業の経験を通して」81

	高橋　綾
	「自律と自治のための／としての「こどもの哲学」 ――メキシコにおける「こどものための哲学」国際会議に参加して」97


	《研究ノート》
	井尻　貴子
	「「現場」について ――障害とアート研究会とのかかわりから」113


	《研究ノート／ワーキングペーパー》
	臨床哲学 環境分科会
	「〈環境〉を足下から考える～ケースとしての〈ゴミ〉」
	０．はじめに
	１．活動報告
	２．〈ゴミ〉から考える
	２－１．労働
	２－２．メタファー
	２－３．感情

	３．〈ゴミ〉を考える
	３－１．ゴミになるもの・ならないもの
	３－２．快適さと秩序
	３－３．「Re」を考えなおす
	３－４．「捨てる」ということ
	３－５．名もなきゴミ
	３－６．メディアとしてのゴミ

	４．結びに代えて



	《書評》
	森本　誠一
	「『ケースで学ぶ医療福祉の倫理』 （菊井和子・大林雅之・山口三重子・斎藤信也編）」141

	高山　佳子
	「『G Supple 事例でまなぶ ケアの倫理』（G Supple 編集委員会編）」


	『臨床哲学』投稿規定
	執筆者



